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国
労
は
、
第
95
回
定
期
全
国

大
会
を
７
月
27
日
～
28
日
に
静

岡
県
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

湯
河
原
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
佐
藤
治
副
委
員
長

の
司
会
で
開
会
し
た
。
資
格
審

査
委
員
会
か
ら
、
代
議
員
定
数

13
名
中
13
名
の
出
席
が
報
告
さ

れ
、
全
体
で
確
認
し
大
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
た
。

　

議
長
に
横
倉
一
夫
代
議
員

（
首
都
圏
地
本
）、
副
議
長
に
宮

崎
和
孝
代
議
員
（
東
北
地
本
）

が
選
出
さ
れ
議
事
が
委
ね
ら
れ

た
。

宮
﨑
委
員
長
が
挨
拶

　

中
央
執
行
委
員
会
を
代
表
し

て
宮
﨑
浩
則
委
員
長
は
、
①
組
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織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。
②

労
働
条
件
改
善
、Ｊ
Ｒ
の
安
全
・

安
定
輸
送
を
確
立
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
。
③
２
０
２
７
年

春
闘
に
つ
い
て
。
④
政
治
的
な

課
題
に
つ
い
て
の
４
点
を
中
心

的
な
課
題
と
し
て
延
べ
、
最
後

に
「
国
労
運
動
を
継
承
し
、
組

織
を
創
っ
て
い
く
の
は
次
世
代

の
仲
間
で
す
。
そ
し
て
自
ら
の

経
験
か
ら
知
恵
を
出
し
、
次
世

代
を
激
励
し
な
が
ら
共
に
闘
う

の
が
国
鉄
世
代
の
任
務
で
す
。

大
会
で
確
認
す
る
方
針
を
実
践

す
る
た
め
に
、
全
て
の
闘
い
を

組
織
拡
大
に
集
約
し
、
全
組
合

員
が
一
致
団
結
し
て
、
全
力
を

挙
げ
る
事
を
あ
ら
た
め
て
強
く

訴
え
」
挨
拶
と
し
た
。

経
過
報
告
を
承
認

　

１
年
間
の
執
行
経
過
を
佐
藤

副
委
員
長
が
報
告
。

　

岩
元
孝
信
書
記
長
が
議
題
６

の
２
０
２
６
年
度
運
動
方
針

（
案
）
に
つ
い
て
提
案
し
た
。

　

議
題
１
の
協
約
・
協
定
の
締

結
承
認
に
関
し
て
は
、
因
泥

一
業
務
部
長
が
日
本
貨
物
会
社

３
件
、
①
２
０
２
６
年
度
賃

金
改
定
に
関
す
る
協
定
、
②

２
０
２
６
年
度
に
実
施
す
る
諸

制
度
の
変
更
に
つ
い
て
、
③

２
０
２
６
年
度
夏
季
手
当
の
支

給
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
元
書
記
長
が
議

題
２
の
組
織
検
討
委
員
会
答
申

を
報
告
し
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
議
題
３
の
規
約
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
案
）
が

提
案
さ
れ
た
。

　

経
過
報
告
と
協
約
・
協
定
締

結
承
認
の
質
疑
を
一
括
し
て

求
め
、
遠
山
伸
治
（
北
海
道
本

部
）・
山
下
大
輔
（
近
畿
地
本
）・

宮
本
和
幸
（
四
国
本
部
）
の
３

名
の
代
議
員
が
発
言
を
行
い
、

本
部
答
弁
後
に
拍
手
で
承
認
さ

れ
、大
会
１
日
目
を
閉
会
し
た
。

高
市
首
相
は
全
国
戦

没
者
追
悼
式
の
式
辞

の
中
で
、「
戦
争
の

惨
禍
を
、
二
度
と
繰

り
返
さ
［
せ
］
な
い
」

と
述
べ
、「
反
省
」
や

「
不
戦
に
対
す
る
誓
い
」
と
い
う

言
葉
は
使
わ
な
か
っ
た
▼
「
繰

り
返
さ
な
い
」
は
、
日
本
が
不

戦
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
と
読

め
る
の
に
対
し
、「
繰
り
返
さ
せ

な
い
」
は
、
日
本
が
過
去
の
戦

争
を
主
体
的
に
行
っ
た
の
で
は

な
く
、
相
手
国
が
戦
争
を
引
き

起
こ
し
、
巻
き
込
ま
れ
た
被
害

者
な
の
だ
と
い
う
歴
史
認
識
が

表
れ
て
い
る
▼
高
市
首
相
は
過

去
に
国
会
で
、
戦
争
責
任
や
歴

史
教
育
を
巡
っ
て
「
私
自
身
は

当
事
者
と
は
言
え
な
い
世
代
で

す
か
ら
、
反
省
な
ん
か
し
て
お

り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る

▼
戦
後
81
年
、
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
が
国
民
の
多
く
を
占
め

る
と
、
歴
史
的
な
事
実
を
美
化

し
た
り
、
歪
曲
し
た
り
、
恰
も

無
か
っ
た
こ
と
が
事
実
の
よ
う

に
拡
散
し
て
し
ま
う
人
た
ち
も

出
て
く
る
▼
戦
争
の
惨
禍
を
二

度
と
「
繰
り
返
さ
な
い
」
た
め

に
も
、
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
の

不
保
持
を
定
め
た
、
日
本
国
憲

法
第
９
条
を
は
じ
め
と
し
た
不

戦
の
誓
い
や
、
戦
争
・
被
爆
体

験
者
の
声
を
聞
き
過
去
を
学
び
、

未
来
へ
繋
い
で
い
く
平
和
へ
の

取
り
組
み
を
、
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が

歴
史
か
ら
学
び
、
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。（
丸
）

財
政
議
題
を
承
認

　

財
政
小
委
員
会
は
、
大
会
１

日
目
の
本
会
議
終
了
後
に
開
催

さ
れ
、
竹
井
陽
一
代
議
員
（
新

幹
線
地
本
）
を
財
政
小
委
員
長

に
選
出
し
、
付
託
さ
れ
た
①
雑

損
の
支
出
承
認
に
つ
い
て
、
②

２
０
２
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
、

③
犠
牲
者
救
済
規
則
の
適
用
承

認
に
つ
い
て
、
④
２
０
２
５
年

度
収
支
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
、
⑤
エ
リ
ア
交
付
金
準
備

金
の
取
崩
し
に
つ
い
て
、
⑥

２
０
２
６
年
度
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
た
。

　

審
議
経
過
は
２
日
目
の
本
会

議
で
竹
井
財
政
小
委
員
長
が

報
告
し
、
議
題
４
の
犠
牲
者
救

済
規
則
の
適
用
承
認
に
つ
い

て
、
議
題
５
の
２
０
２
５
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
議
題
７
の

２
０
２
６
年
度
予
算
（
案
）
に

つ
い
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

尚
、（
一
財
）
国
鉄
労
働
会

館
中
央
労
働
講
座
は
大
会
１
日

目
に
財
政
小
委
員
会
と
併
行
し

て
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
を
受
け
る

　

大
会
２
日
目
は
、
大
会
再
開

後
に
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
、

吉
田
忠
智
常
任
幹
事
会
議
長（
立

憲
民
主
党
）、
福
島
み
ず
ほ
党
首

（
社
会
民
主
党
）、
畑
野
君
江
衆

議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
）、
池

之
谷
潤
議
長
（
全
日
本
交
通
運

輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会
）、
谷

雅
志
事
務
局
長
（
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
和
・
人
権
・
環
境
）、
渡
邉
洋

議
長
（
全
国
労
働
組
合
連
絡
協

議
会
）
よ
り
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

来
賓
退
出
後
、
国
労
全
国
議

員
団
を
代
表
し
て
、
青
山
秀
雄

副
団
長
（
昭
島
市
議
会
議
員
）

よ
り
挨
拶
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
が
議
事
運
営
委
員
会
か

ら
行
わ
れ
、
日
本
私
鉄
労
働
組
合

総
連
合
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
代
表
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

運
動
方
針
を
採
択

　

運
動
方
針
案
の
討
論
は
、
萩

原
弘
司
（
九
州
本
部
）、
五
十
嵐

拓
也
（
東
北
地
本
）、
木
村
洋
希

（
首
都
圏
地
本
）、竹
井
陽
一
（
新

幹
線
地
本
）、
中
村
賢
太
郎
（
首

都
圏
地
本
）、
諏
訪
哲
也
（
首
都

圏
地
本
）、
勝
田
哲
也
（
中
国
地

本
）、松
吉
祐
典
（
首
都
圏
地
本
）

の
８
名
の
代
議
員
が
発
言
し
、

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
、

組
織
の
あ
り
方
、
安
全
・
安
定

輸
送
、
２
０
２
７
年
春
闘
と
労

働
条
件
改
善
、
ロ
ー
カ
ル
線
の

維
持
・
存
続
、
共
闘
運
動
、
反

原
発
、
護
憲
・
平
和
運
動
な
ど

で
意
見
・
質
問
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

中
央
執
行
委
員
会
・
専
門
部

及
び
書
記
長
答
弁
の
あ
と
、
書

記
長
集
約
で
は
、
①
組
織
強
化
・

拡
大
に
つ
い
て
、
②
労
働
条
件

改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
③
２
０
２
７

年
春
闘
に
つ
い
て
、
④
平
和
と

民
主
主
義
を
守
る
闘
い
の
４
点

を
中
心
に
集
約
さ
れ
、
運
動
方

針
案
が
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
規
約
の
一
部
改
正

案
の
投
票
が
無
記
名
投
票
で
行

わ
れ
、
出
席
代
議
員
13
名
中
、

賛
成
12
票
・
反
対
１
票
で
承
認

さ
れ
た
。

大
会
宣
言
を
採
択

　

議
題
８
の
ス
ト
権
確
立
に
関

す
る
無
記
名
投
票
は
出
席
代
議

員
13
名
中
、
賛
成
13
票
で
ス
ト

権
が
確
立
さ
れ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
議

題
９
の
中
央
委
員
の
選
出
に
つ

い
て
、
中
央
委
員
９
名
の
無
投

票
当
選
が
報
告
さ
れ
全
体
で
確

認
し
た
。

　

議
題
10
の
そ
の
他
と
し
て
、

特
別
決
議
を
松
本
青
年
部
中
央

常
任
、
大
会
宣
言
を
工
藤
拓
真

青
年
部
長
が
読
み
上
げ
て
提
案

し
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

議
長
団
退
任
後
、
佐
藤
副
委

員
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い
、

宮
﨑
委
員
長
の
団
結
が
ん
ぼ
ろ

う
で
第
95
回
定
期
全
国
大
会
を

終
了
し
た
。

【議長団】
左・横倉議長、右・宮崎副議長

代議員の発言を聴く中央執行部

代議員の発言風景
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《
友
誼
組
合
・
団
体
》

全
日
本
森
林
林
業
木
材
関
連
産

業
労
働
組
合
連
合
会
▽
全
国
林

野
関
連
労
働
組
合
▽
全
国
労
供

事
業
労
働
組
合
連
合
会
▽
全
日

本
運
輸
産
業
労
働
組
合
連
合
会

▽
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会
▽

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
▽
鉄
道

運
輸
機
構
労
働
組
合
▽
サ
ー
ビ

ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
労
働
組

合
連
合
会
▽
東
京
都
労
働
組
合

連
合
会
▽
国
際
運
輸
労
連
（
Ｉ

Ｔ
Ｆ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事

務
所
▽
全
日
本
水
道
労
働
組
合

▽
全
国
農
林
漁
業
団
体
職
員
労

働
組
合
連
絡
協
議
会
▽
日
本
私

鉄
労
働
組
合
総
連
合
会
▽
日
本

教
職
員
組
合
▽
全
日
本
建
設
運

輸
連
帯
労
働
組
合
▽
全
国
自
動

車
交
通
労
働
組
合
連
合
会
▽
全

た
ば
こ
産
業
労
働
組
合
▽
鉄
道

退
職
者
の
会
全
国
連
合
会
▽
全

日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
▽
部

落
解
放
同
盟
中
央
本
部
▽
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
物
流
労
働
組

合《政
党
・
国
会
議
員
ほ
か
》

立
憲
民
主
党　

代
表　

水
岡
俊

一
▽
社
会
民
主
主
義
フ
ォ
ー
ラ

ム　

代
表　

吉
田
忠
智
▽
参
議

院
議
員　

辻
元
清
美

《
各
種
団
体
》

全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組

合
連
合
会　

代
表
理
事　

理
事

長　

打
越
秋
一
▽
全
国
交
運
共

済
生
協　

理
事
長　

上
村
良
成

▽
公
益
財
団
法
人
総
評
会
館　

理
事
長　

安
河
内
賢
弘
▽
労
働

金
庫
連
合
会　

理
事
長　

西
田

安
範
▽
中
央
労
働
金
庫
新
橋
支

店　

支
店
長　

卯
松
修
治
▽
広

報
ブ
レ
イ
ス　

代
表
取
締
役
社

長　

武
藤
公
明

※
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

議
題
２
・
全
国
組
織
検
討
委

員
会
の
答
申
は
、
岩
元
書
記
長

の
報
告
を
受
け
、
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
94 
回
定
期
全
国
大
会
の
決

定
に
基
づ
き
、
組
織
を
取
り
巻

く
課
題
や
財
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
基

本
と
な
る
の
は
組
織
人
員
で
あ

る
が
、
今
年
度
も
定
年
等
に
よ

り
退
職
し
た
組
合
員
は
５
５
０

名
を
超
え
、
現
状
は
一
段
と
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
国
労
組

織
の
年
齢
構
成
上
か
ら
も
、
次

世
代
を
担
う
組
合
員
に
運
動
を

継
承
す
る
た
め
、
全
国
の
組
合

員
が
「
つ
な
が
る
」
こ
と
の
重

要
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
最
善
の
対
策
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

　

全
国
組
織
検
討
委
員
会
は
、

組
合
員
が
将
来
に
わ
た
っ
て
自

信
と
確
信
を
も
っ
て
国
労
運
動

を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
全

国
組
織
を
維
持
し
な
が
ら
ど
の

よ
う
に
し
て
組
織
と
財
政
を
確

立
す
る
の
か
、
真
摯
な
議
論
を

重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本

年
度
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
答

申
を
行
う
も
の
と
す
る
。

１
．
専
従
配
置
等
に
つ
い
て 

⑴　

本
部
枠
専
従
定
数
に
つ
い

　

て
、
２
０
２
６
年
度
は
本
部

　

１
名
、
東
日
本
本
部
１
名
の

　

配
置
と
す
る
。 

⑵　

現
職
と
再
雇
用
組
合
員
数

　

の
推
移
と
今
後
の
組
合
費
収

　

入
を
見
極
め
な
が
ら
、
エ
リ

　

ア
本
部
単
位
に
組
合
員
１
０

　

０
０
名
に
つ
き
１
名
と
す
る

　

現
行
の
専
従
配
置
基
準
な
ら

　

び
に
専
従
役
員
定
数
に
つ
い

　

て
は
更
に
見
直
し
を
進
め

　

る
。

⑶　

非
専
従
役
員
に
つ
い
て
は

　

現
行
通
り
、
年
齢
制
限
は
設

　

け
な
い
。 

⑷　

２
０
２
６
年
度
に
お
い
て

　

は
65
歳
に
到
達
し
た
者
に
つ

　

い
て
の
専
従
は
認
め
な
い
。

　

但
し
、
こ
の
取
り
扱
い
に
つ

　

い
て
は
組
織
を
取
り
巻
く
現

　

状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続

　

き
検
討
を
行
う
。

⑸　

Ｊ
Ｒ
世
代
へ
の
財
政
、
組

　

織
、
運
動
の
継
承
及
び
組
織

　

強
化
・
拡
大
の
更
な
る
前
進

　

の
た
め
に
、
２
０
２
６
年
度

　

か
ら
３
年
間
を
目
途
に
、
各

　

級
機
関
に
お
け
る
専
従
配
置

　

を
要
請
す
る
。
但
し
、
本
部

　

か
ら
の
財
政
負
担
等
は
行
わ

　

な
い
。

２
．
書
記
の
定
数
と
配
置
に
つ

い
て 

　

本
部
雇
用
書
記
の
配
置
基
準

に
つ
い
て
は
、
組
合
員
１
０
０
０

名
に
つ
き
１
名
と
す
る
。

　

尚
、
今
後
と
も
新
規
採
用
は

行
わ
ず
、
現
在
配
置
さ
れ
て
い

る
シ
ニ
ア
書
記
の
退
職
に
伴
う

欠
員
補
充
に
関
し
て
は
、
現
在

員
の
配
置
転
換
な
ら
び
に
兼
務

で
対
処
し
、
必
要
に
応
じ
て
ア

ル
バ
イ
ト
な
ら
び
に
パ
ー
ト
雇

用
な
ど
を
検
討
す
る
。

３
．
規
約
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

⑴　

組
合
員
の
範
囲
に
つ
い
て
、

　

整
理
を
行
う
。
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

　

プ
会
社
に
つ
い
て
は
、
連
結

　

決
算
対
象
会
社
及
び
持
分
法

　

適
用
会
社
ま
で
と
す
る
。 

⑵　

第
１
項
第
５
号
に
お
け
る

　

専
従
者
は
専
従
期
間
に
限
り
、 　

組
合
員
と
し
て
認
め
る
。 

⑶　

地
方
本
部
の
統
合
・
再
編

　

等
に
つ
い
て
、
今
後
も
現
状

　

に
見
合
っ
た
検
討
を
進
め
て

　

い
く
。

４
．
全
国
協
議
会
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

⑴　

全
国
協
議
会
（
貨
物
・
自

　

動
車
）
に
つ
い
て
は
組
織
の

　

あ
り
方
を
含
め
て
引
き
続
き

　

検
討
を
行
う
。 

⑵　

青
年
・
女
性
部
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　

今
後
の
青
年
・
女
性
組
織
の

　

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
当
該

　

組
合
員
と
の
意
思
疎
通
を
は

　

か
り
な
が
ら
引
き
続
き
検
討

　

を
進
め
る
。

５
．
組
合
費
に
つ
い
て（
省
略
）

６
．
犠
牲
者
救
済
資
金
お
よ
び

業
務
上
過
失
事
故
救
援
資
金
の

徴
収
に
つ
い
て 

　

徴
収
に
つ
い
て
、
今
年
度
は

取
り
や
め
る
こ
と
と
す
る
。

７
．
ス
ト
基
金
の
徴
収
と
運
用

に
つ
い
て 

　

ス
ト
基
金
の
徴
収
の
あ
り
方

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行

う
。

８
．
財
政
確
立
に
つ
い
て
は
、

財
政
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、

取
り
組
み
を
進
め
る
。
今
後
と

も
組
合
費
収
入
の
急
激
な
減
少

が
避
け
ら
れ
な
い
な
か
で
、
引

き
続
き
組
合
費
の
見
直
し
や
交

付
金
の
配
分
な
ど
財
政
全
般
に

つ
い
て
の
抜
本
的
な
検
討
を
行

う
。

　

第
95
回
定
期
全
国
大
会
の
ス

ト
権
確
立
（
議
題
８
）
を
求
め

る
一
票
投
票
は
、
鈴
木
郁
夫
執

行
委
員
が
ス
ト
権
確
立
を
求
め

る
事
項
６
項
目
を
提
案
。
代
議

員
定
数
13
名
中
、
13
名
の
出
席

を
確
認
。
投
票
結
果
は
、
有
効

投
票
数
13
票
、
賛
成
13
票
で
ス

ト
権
を
確
立
し
た
。

〇
賃
金
に
関
す
る
こ
と

〇
労
働
条
件
、
労
働
協
約
に
関

　

す
る
こ
と

〇
組
合
間
差
別
・
団
交
拒
否
等
、

　

労
働
基
本
権
に
関
す
る
こ
と

〇
反
首
切
り
・
反
失
業
、
雇
用

　

確
保
に
関
す
る
こ
と

〇
制
度
・
政
策
に
関
す
る
こ
と

〇
基
本
的
人
権
及
び
国
民
的
課

　

題
に
関
す
る
こ
と

◎
首
都
圏
地
本
・
東
京
地
区
本

部　

宇
田
川
聡
志
さ
ん　

38
歳

８
月
４
日
付

ス
ト
権
確
立
を
求
め
る
事
項

 メッセージを読み上げる
鈴木議事運営委員長

吉田忠智常任幹事会議長
（立憲民主党）

福島みずほ党首
（社会民主党）

畑野君江衆議院議員
（日本共産党）

谷雅志事務局長
（平和フォーラム）

渡邉洋議長
（全労協）

池之谷潤議長
（交運労協）

代議員数の確認
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本
部
は
７
月
28
日
、
第
１
回
中

央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
中
央

執
行
委
員
会
の
成
立
と
当
面
す

る
闘
い
の
展
開
に
つ
い
て
、
７
月

29
日
に
指
令
第
１
号
を
発
し
た
。

《
指
令
第
１
号
》

１
．
中
央
執
行
委
員
会
の
成
立
に

つ
い
て

中
央
執
行
委
員
長

　

宮
﨑　

浩
則

　
　
（
総
括
、
政
治
・
共
闘
担
当
）

中
央
執
行
副
委
員
長

　

佐
藤　

治

（
調
査
・
法
対
部
長
、業
務
・
共
闘
担
当
）

書
記
長
（
専
）

　

岩
元　

孝
信

（
企
画
部
長
、
政
治
・
共
闘
担
当
）

中
央
執
行
委
員

　

丸
谷　

豊
美

（
総
務
・
財
政
部
長
、
組
織
担
当
）

　

鈴
木　

郁
夫

　
　
（
組
織
部
長
、
業
務
担
当
）

　

瀧
口　

良
二

　
　
（
教
宣
部
長
、
共
闘
担
当
）

　

因
泥　
　

一

　
　
（
業
務
部
長
、
教
宣
担
当
）

会
計
監
査
員

　

平
山　

陽
介

　

小
西　

八
十
四

谷澤女性部長

宮﨑委員長
（総括）

佐藤副委員長
（調査・法対部長）

丸谷執行委員
（総務・財政部長）

鈴木執行委員
（組織部長）

岩元書記長
（企画部長）

因泥執行委員
（業務部長）

工藤青年部長瀧口執行委員
（教宣部長）

平山会計監査員 小西会計監査員

　

第
95
回
定
期
全
国
大
会
の
規

約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
議

題
３
）
は
、
大
会
初
日
に
岩
元

書
記
長
が
提
案
し
、
運
動
方
針

（
案
）
で
の
代
議
員
発
言
及
び

書
記
長
答
弁
の
あ
と
無
記
名
投

票
が
行
わ
れ
た
。

　

代
議
員
定
数
13
名
中
、
13
名

の
出
席
を
確
認
。投
票
結
果
は
、

有
効
投
票
数
13
票
、賛
成
12
票
、

反
対
１
票
で
規
約
は
一
部
改
正

さ
れ
た
。

１
．
組
合
員
の
範
囲

　

旅
客
鉄
道
会
社
、
貨
物
鉄
道

会
社
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
分
離
さ
れ
た

各
バ
ス
会
社
及
び
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
を

も
っ
て
組
織
し
、
組
合
員
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
者
を
い
う
。

※
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
は
、
旅
客

鉄
道
会
社
、
貨
物
鉄
道
会
社
及

び
Ｊ
Ｒ
か
ら
分
離
さ
れ
た
各
バ

ス
会
社
の
連
結
決
算
対
象
会
社

及
び
持
分
法
適
用
会
社
と
す
る
。

２
．
専
従
者
に
つ
い
て
は
専
従

期
間
に
限
り
、
組
合
員
と
し
て

認
め
る
。

　

但
し
、
本
部
役
員
に
な
る
こ

と
を
制
限
す
る
。

３
．
加
入

　

個
人
加
入
を
基
本
と
す
る
。

　

こ
の
間
、
全
国
代
表
者
会
議
・

中
央
委
員
会
・
全
国
大
会
等
で

組
合
員
資
格
に
関
す
る
発
言
や

組
合
員
資
格
の
上
申
等
が
あ

り
、「
早
急
な
答
え
を
」
と
の

強
い
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
諮
問
機
関
で
あ

る
全
国
組
織
検
討
委
員
会
に
諮

問
し
、
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中
央
執
行
委
員
会

と
し
て
、
全
国
組
検
の
報
告
を

受
け
、
規
約
の
一
部
変
更
を
議

題
と
し
て
全
国
大
会
で
各
代
議

員
に
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と
を

確
認
し
て
、
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

１
つ
め
に
、
何
故
、
今
回
規

約
変
更
を
行
う
の
か
と
の
質
問

に
つ
い
て
で
す
が
、
現
在
グ

ル
ー
プ
外
で
働
い
て
い
る
方
の

組
合
員
資
格
に
つ
い
て
、
確
か

に
組
織
減
少
の
中
で
一
人
で
も

多
く
の
労
働
者
に
国
労
へ
結
集

し
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
ま
す
が
、
労
働
組
合
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
組
合
員
の

労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
闘
い

が
現
在
出
来
て
い
る
の
か
、
ま

た
Ｊ
Ｒ
世
代
に
引
き
継
ぐ
中
に

お
い
て
、
運
動
が
可
能
で
あ
る

の
か
と
い
う
点
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
本

部
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

労
働
条
件
等
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
、
本
体
・
グ
ル
ー

プ
会
社
一
体
と
な
っ
た
運
動
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
の
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
の
選
考
に
お
い
て
、

組
合
員
差
別
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
や
、
現
在
、
裁
判
が
行
わ
れ

て
い
る
65
歳
以
降
の
雇
用
の
問

題
で
、
組
合
員
資
格
が
認
め
ら

れ
な
い
と
な
る
と
影
響
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
で
す

が
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
採
用

な
ど
に
つ
い
て
、
エ
リ
ア
本
部

と
も
情
報
共
有
を
行
い
な
が

ら
、
所
属
組
合
に
よ
る
差
別
な

ど
恣
意
的
な
対
応
が
な
い
よ
う

に
会
社
に
は
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
ま
た
65
歳
以
降

の
雇
用
に
つ
い
て
裁
判
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
を
し
て

お
り
、
こ
の
間
の
大
会
等
で
も

答
弁
を
し
て
い
ま
す
が
、
雇
用

満
了
後
の
新
規
採
用
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人

訴
訟
で
争
っ
て
い
る
こ
と
も
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
規
約
の
問
題
で
あ

り
、
職
場
討
議
の
時
間
が
保
障

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
点
に

つ
い
て
は
、
早
急
な
判
断
が
必

要
で
あ
る
と
の
一
致
が
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

規
約
の
一
部
変
更
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
こ
の
後
、
代
議
員

の
み
な
さ
ん
に
判
断
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
外
の
会
社
等
に

つ
い
て
は
、
友
諠
組
合
等
も
紹

介
を
し
な
が
ら
加
入
し
て
い
た

だ
き
、
国
労
で
培
っ
た
運
動
を

拡
げ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

組
合
員
資
格
に
つ
い
て
は
、

組
検
答
申
、
規
約
の
一
部
変
更

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
は
各
級
機
関
が
規
約
に
沿
っ

て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
国
労
組
織
の
再
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

規約改正（案）について
答弁する岩元書記長

投票風景

　

第
95
回
定
期
全
国
大
会
の
中

央
委
員
の
選
出
（
議
題
９
）
は
、

定
数
通
り
の
立
候
補
で
無
投
票

当
選
が
確
認
さ
れ
た
。

中
央
委
員
（
９
名
）

〈
北
海
道
〉（
１
）

　

遠
山
伸
治

〈
東
日
本
〉（
４
）

　

宮
崎
和
孝
（
東
北
・
秋
田
）

　

諏
訪
哲
也
（
首
都
圏
・
高
崎
）

　

中
村
賢
太
郎
（
首
都
圏
・
水
戸
）

　

松
吉
祐
典
（
首
都
圏
・
東
京
）

〈
東
海
〉（
１
）

　

竹
井
陽
一
（
新
幹
線
）

〈
西
日
本
〉（
１
）

　

勝
田
哲
也
（
中
国
・
岡
山
）

〈
四
国
〉（
１
）

　

宮
本
和
幸

〈
九
州
〉（
１
）

　

萩
原
弘
司
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被
爆
か
ら
81
周
年
を
迎
え
た
８
月
２
日
に
広
島
で
、
８
月
９
日
に

長
崎
で
第
54
回
国
鉄
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

死
没
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
決
意
を
誓
い
、
合
祀
さ
れ
奉
納
さ
れ
た
方
々
５
３
３
名
（
広

島
３
１
６
名
・
長
崎
２
１
７
名
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

【
広
島
式
典
】

　

戦
後
・
被
爆
81
年
、
第
54
回
国

鉄
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
典
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

去
る
８
月
２
日
、
朝
９
時
開
式

に
も
関
わ
ら
ず
、
広
島
慰
霊
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
東
白
島
公
園
内

の
式
典
会
場
に
、
関
係
組
合
員
と

Ｊ
Ｒ
各
社
代
表
、
ご
遺
族
様
ら
80

名
に
ご
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
開
式
に
あ
た
り
参
列
者

全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
の
ち
、
式

典
実
行
委
員
会
を
代
表
し
国
労
広

島
原
爆
被
爆
者
対
策
協
議
会
会
長

の
佐
々
木
隆
一
（
地
区
本
部
委
員

長
）
か
ら
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た

１
名
の
被
ば
く
報
告
が
行
な
わ

れ
、
遺
族
代
表
と
国
労
被
対
協
代

表
に
よ
り
、
原
爆
死
没
者
名
簿
の

奉
納
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
労
原
爆
被
爆
者
対

策
協
議
会
会
長
代
行
の
植
田
重
信

（
西
日
本
本
部
執
行
委
員
長
）
か

ら
の
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
21

世
紀
の
今
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東

の
戦
争
で
罪
の
な
い
人
々
や
子
ど

も
達
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
事
に

対
し
強
い
憤
り
を
表
明
。
ま
た
、

非
核
三
原
則
の
見
直
し
や
改
憲
勢

力
の
胎
動
に
鑑
み
、
私
た
ち
の
求

め
る
「
恒
久
平
和
と
核
廃
絶
、
戦

争
の
な
い
」
世
界
を
追
求
し
、
国

鉄
労
働
組
合
も
微
力
な
が
ら
実
現

に
向
け
て
力
を
尽
く
す
決
意
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
式
典
で
新
た
に
合
祀
の

運
び
と
な
っ
た
１
名
を
加
え
、
広

島
の
慰
霊
碑
に
は
３
１
６
柱
が
合

祀
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
広
島
国
労
会
館

で
昨
年
に
続
き
、
国
労
原
爆
被
爆

者
対
策
協
議
会
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会

が
開
催
さ
れ
、
１
年
間
の
歩
み
と

現
状
を
検
証
・
共
有
し
つ
つ
、
国

鉄
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
典
開
催
を

柱
に
し
た
今
年
度
の
活
動
方
針
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
広
島
地
区
本
部
発
）

【
長
崎
式
典
】

　

被
爆
か
ら
81
年
を
迎
え
る
８
月

９
日
、
第
54
回
国
鉄
原
爆
死
没
者

慰
霊
式
典
が
遺
族
代
表
、
会
社
代

表
、
国
労
各
機
関
の
38
名
が
参
列

し
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
午
前
11

時
２
分
に
黙
と
う
を
捧
げ
開
式
と

し
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
平
均
年
齢
も
87
歳
を

超
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
被
爆
実
態
・
被

爆
体
験
を
後
世
に
語
り
継
い
で
い

く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
の
神
近
長
崎
地
区

本
部
執
行
委
員
長
よ
り
、「
被
爆

か
ら
81
年
、
あ
の
悲
劇
を
決
し
て

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
未
来
の

平
和
を
築
く
責
任
が
私
た
ち
に
は

あ
る
。『
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
』
決
意
を
新
た
に
、

後
世
へ
希
望
あ
る
未
来
を
手
渡
し

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
誓
う
と
と

も
に
、
核
の
使
用
と
共
有
を
許
さ

ず
、
反
戦
・
反
核
・
平
和
運
動
の

継
続
と
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ

た
被
対
協
運
動
の
意
思
を
引
き
継

ぎ
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
強
く
訴

え
続
け
る
」
と
挨
拶
を
し
た
。

　

被
爆
者
対
策
協
議
会
・
宮
﨑
会

長
（
国
労
中
央
執
行
委
員
長
）
か

ら
の
式
辞
の
中
で
、「
平
和
憲
法

を
守
り
抜
き
、
反
戦
・
平
和
、
核

兵
器
廃
絶
を
世
界
に
向
け
て
発
信

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
、
追
悼
の

辞
が
中
央
本
部
岩
元
書
記
長
よ
り

代
読
を
さ
れ
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
で
献
花
を

行
い
閉
式
と
な
っ
た
。

　

組
合
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
伴

い
今
後
、
慰
霊
碑
の
維
持
・
管
理

を
含
め
式
典
の
開
催
等
、
今
後
も

九
州
本
部
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

被
爆
者
の
体
験
や
平
和
へ
の
思
い

を
後
世
へ
と
継
承
す
る
こ
と
を
再

度
慰
霊
碑
に
誓
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
長
崎
地
区
本
部
発
）

　

今
回
、
初
め
て
国
鉄
原
爆
死

没
者
慰
霊
長
崎
式
典
に
参
列
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
祖
母
は
鹿
児
島
県
知
覧

町
の
出
身
で
す
が
、
太
平
洋
戦

争
中
は
女
学
生
と
し
て
学
徒
動

員
さ
れ
、
大
村
湾
沿
い
の
川
棚

や
大
村
の
軍
需
工
場
で
働
い
て

い
ま
し
た
。
終
戦
後
は
鹿
児
島

へ
戻
り
ま
し
た
が
、
戦

時
中
を
長
崎
の
地
で
過

ご
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
私
自
身
も
少
な
か

ら
ず
長
崎
に
ゆ
か
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

祖
母
が
主
に
従
事
し
て
い
た

の
は
、
魚
雷
を
保
管
、
運
搬
す

る
木
箱
の
製
作
を
し
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
兵
器
そ
の
も

の
を
製
造
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
時

15
～
16
歳
ほ
ど
の
少
女
が
戦
争

を
支
え
る
一
員
と
な
っ
て
い
た

と
い
う
事
実
は
、
戦
争
が
人
々

の
日
常
や
人
生
を
い
か
に
深
く

巻
き
込
ん
で
い
た
か
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
祖
母
か
ら
戦
時
中
の
話

を
よ
く
聞
い
て
育
ち
ま
し
た
。

当
時
は
、
戦
争
の
善
悪
を
深
く

考
え
る
余
裕
も
な
く
、
目
の
前

の
生
活
を
送
る
こ
と
で
精
一
杯

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

終
戦
後
、
結
婚
し
、
子
育
て
を

し
な
が
ら
平
和
な
日
常
を
取
り

戻
す
中
で
、「
戦
争
だ
け
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

強
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
思
い
を
私
た
ち
に
も
繰
り
返

し
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
を
体
験
し
た
多
く
の

方
々
が
、
口
を
そ
ろ
え
て
「
戦

争
は
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
語
り
ま
す
。
そ
の
言
葉

を
絶
対
に
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、「
外
交

に
は
限
界
が
あ
る
」「
丸
腰
で

は
国
は
守
れ
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

武
力
や
軍
備
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
核
兵
器
や
ミ
サ
イ
ル
を

撃
ち
合
い
、
お
互
い
の
国
土
が

焦
土
と
な
っ
た
先
に
、
本
当
の

解
決
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武
力
に

よ
る
抑
止
だ
け
で
は
、
恒
久
的

な
平
和
を
築
く
こ
と
は
で
き
な

い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お

り
、
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
す
。
こ
の
事
実
は
、

80
年
以
上
経
っ
た
今
も
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
被
爆
国
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
、
非
核
三
原
則
を
堅

持
し
な
が
ら
、
対
話
と
外
交
を

通
じ
て
世
界
の
平
和
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

今
回
、
長
崎
の
地
で

慰
霊
式
典
に
参
列
し

て
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
胸

に
刻
み
ま
し
た
。
こ
の
思
い
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
私
た

ち
国
労
組
合
員
も
平
和
運
動
を

着
実
に
広
げ
、
次
の
世
代
へ
と

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

博
多
車
掌
区
分
会

　
　
　
　
　
　

藏
ノ
下
慎
一
郎

追悼の辞を述べる
植田会長代行（広島式典）

黙祷を捧げる参列者（長崎式典）

追悼の辞を代読する
岩元書記長（長崎式典）


